


バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
民
間
企

業
な
ど
が
、
基
準
日
現
在
に
保

有
す
る
土
地
や
建
物
な
ど
の
資

産
と
、
借
入
金
な
ど
の
負
債
お

よ
び
資
本
の
状
況
を
総
括
的
に

表
示
し
た
対
照
表
で
す
。

現
行
の
地
方
公
共
団
体
の
会

計
制
度
に
お
い
て
は
、
単
年
度

の
歳
入
、
歳
出
を
対
比
し
た
資

金
の
流
れ
に
主
眼
が
置
か
れ
て

お
り
、
資
産
や
負
債
の
残
高
に

関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
ま

し
た
。

鳥
栖
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

は
表
１
の
と
お
り
で
、
市
が
こ

れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
資
産

を
左
側
に
、
そ
の
資
金
の
調
達

方
法
な
ど
を
右
側
に
表
示
し
て

い
ま
す
。
ご
覧
の
よ
う
に
市
の

財
政
状
況
を
一
覧
で
把
握
で
き

ま
す
。

昭
和
44
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で

に
形
成
さ
れ
た
「
資
産
」
は
８

８
７
億
円
（
住
民
１
人
当
た
り

１
３
７
万
円
）
で
、
こ
れ
に
対

し
て
、
将
来
返
済
が
必
要
な

「
負
債
」
が
２
８
２
億
円
（
住
民

１
人
当
た
り
44
万
円
）、
返
済
を

必
要
と
し
な
い
「
正
味
資
産
」

が
６
０
５
億
円
（
住
民
１
人
当

た
り
93
万
円
）
で
す
。
こ
の
資

産
は
、
負
債
返
済
能
力
と
し
て

の
資
産
価
値
を
表
す
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

行
政
運
営
の
結
果
と
し
て
、
負

債
の
約
３
・
２
倍
の
資
産
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
資
産
の
89
・
３
％
を

占
め
る
有
形
固
定
資
産
の
行
政

目
的
別
割
合
を
見
る
と
、
道
路
、

橋
り
ょ
う
、
河
川
、
公
園
な
ど

の
都
市
基
盤
整
備
に
要
し
た
土

木
費
が
51
・
１
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
、
学
校
教
育
施
設
や
体

育
施
設
な
ど
の
整
備
を
中
心
と

し
た
教
育
費
が
37
・
０
％
と
な

っ
て
い
て
、
以
下
民
生
費
、
衛

生
費
、
総
務
費
、
農
林
水
産
業

費
、
商
工
費
、
消
防
費
、
労
働

費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
あ
る
よ
う
な

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
状
況
を
、
行
政
活
動
の
性

質
や
目
的
ま
た
効
率
性
の
観
点

か
ら
説
明
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
コ
ス
ト
の
範
囲
は
、
平

成
18
年
度
に
住
民
に
提
供
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
の
コ
ス
ト

に
つ
い
て
、
現
金
支
出
だ
け
で
な

く
、
減
価
償
却
費
、
不
納
欠
損
額
、

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
と
い
っ
た

非
現
金
支
出
を
加
え
た
も
の
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
を
費
目
別
に
見

て
み
る
と
、
民
生
費
が
59
億
円

と
最
も
多
く
、
次
い
で
土
木
費

の
35
億
円
、
教
育
費
の
24
億
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算

書
は
、
行
政
活
動
を
資
金
の
流

れ
か
ら
見
た
も
の
で
、
年
度
初

め
と
年
度
末
の
資
金
（
財
政
調

整
基
金
、
減
債
基
金
、
お
よ
び

歳
計
現
金
）
の
増
減
内
訳
を
一

覧
表
に
し
た
も
の
で
す
。

鳥
栖
市
で
は
、
平
成
18
年
度

中
に
５
千
万
円
の
資
金
が
増
加
。

行
政
、
投
資
、
財
務
活
動
と
い

っ
た
３
区
分
の
資
金
収
支
関
連

で
は
、
行
政
活
動
の
収
支
の
黒

字
が
、
投
資
・
財
務
活
動
に
お

け
る
収
支
の
赤
字
を
補
て
ん
し

て
い
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
３
月
に
自
治
省
（
現
・
総
務
省
）
が
ま
と
め
た
作
成

基
準
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
平
成
18
年
度
の
鳥
栖
市
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
企
業
会
計
的
手
法

を
用
い
た
も
の
で
、
市
の
財
政
状
況
を
よ
り
的
確
に
つ
か
み
、
健

全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
指
標
と
な
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
財
政
課
（
4
85
・
３
５
１
４
）
へ
。

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜

財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

〜
企
業
会
計
的
手
法
を
用
い
た
〜



表1 表3

表2

■
総
務
省
作
成
基
準

①
対
象
と
す
る
会
計
の
範
囲
は

「
普
通
会
計
（
注
１
）」
で
す

②
作
成
基
準
日
は
、
平
成
19
年
３

月
31
日
と
し
、
同
年
４
月
１
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
の
出
納
整
理
期

間
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
基
準
日

ま
で
に
終
了
し
た
も
の
と
し
て
処

理
し
て
い
ま
す

③
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
基
礎
数
値

は
、
昭
和
44
年
度
以
降
の
「
決
算

統
計
（
注
２
）」
の
デ
ー
タ
を
使
用

し
ま
し
た

④
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
基
礎
数

値
は
、
平
成
18
年
度
の
決
算
書
類

お
よ
び
決
算
統
計
の
デ
ー
タ
を
使

用
し
ま
し
た

⑤
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
の

基
礎
数
値
は
、
平
成
18
年
度
の
決

算
統
計
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
ま
し
た

※
作
成
基
準
日
（
平
成
19
年
３
月
31
日
現

在
）
の
人
口
は
６
万
４
９
０
５
人
で
す
。





市
で
は
市
民
の
快
適
な
生
活

環
境
を
確
保
し
、
公
共
用
水
域

の
保
全
を
図
る
た
め
下
水
道
の

整
備
を
推
進
し
て
い
ま

す
。昭

和
51
年
度
に
工
事

に
着
手
し
て
以
来
順
次
、

下
水
道
整
備
を
行
う
区

域
を
拡
大
し
、
平
成
18

年
度
末
現
在
で
約
１
７

０
０
ha
の
区
域
の
整
備

が
完
了
。
今
回
新
た
に

平
成
20
年
度
か
ら
同
26

年
ま
で
の
７
年
で
下
水

道
整
備
を
行
う
区
域
を

拡
大
し
ま
す
（
面
積
３

３
３
ha
、
紫
色
区
域
）。

現
在
、
下
水
道
整
備

に
早
期
着
手
で
き
る
よ

う
国
や
県
に
対
し
て
、

都
市
計
画
法
や
下
水
道

法
の
諸
手
続
き
を
進
め

て
い
ま
す
。
事
業
認
可

取
得
の
た
め
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
20

年
４
月
ご
ろ
ま
で
に
完

了
す
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
手
続
き
が
終
わ

り
次
第
、
現
地
測
量
、

調
査
、
設
計
な
ど
を
行

い
、
下
水
道
計
画
の
下

流
区
域
か
ら
順
次
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
に
伴
い
、

下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
な
っ

た
区
域
は
、
４
月
以
降
の
合
併

処
理
浄
化
槽
助
成
対
象
区
域
か

ら
除
外
さ
れ
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
上
下
水
道
局
施
設

課
（
4
85
・
３
５
４
３
）
へ
。

鳥栖市公共下水道

事業認可区域（整備予定区域）を
　　　　　　　　　拡大します

記

者

室

報

道

関

係

業

務

市
立
図
書
館
司
書

地
区
公
民
館
主
事

小
・
中
学
校
図
書
室

事
務
補
助



市
で
は
、
来
年
度
の
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
嘱
託
職
員
と
し
て
雇
用
さ

れ
た
人
も
応
募
で
き
ま
す
。

雇
用
期
間
は
平
成
20
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日

ま
で
（
勤
務
成
績
が
良
好
な
と

き
は
任
用
期
間
を
更
新
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
最
長
５
年
）。

な
お
、
勤
務
形
態
、
賃
金
、

募
集
人
員
に
つ
い
て
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格
●
来
年
４
月
１
日
現

在
、
市
内
在
住
者

募
集
人
員
●
１
人

勤
務
形
態
●
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

休
み

賃
　
金
●
月
額
14
万
７
０
０
円

申
し
込
み
●
１
月
７
日
（
月
）

か
ら
１
月
18
日
（
金
）
ま
で
に

次
の
①
〜
③
を
情
報
管
理
課

（
〒
８
４
１
―
８
５
１
１
鳥
栖
市

宿
町
１
１
１
８
番
地
　
4

85
・

３
５
１
３
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
１
月
18
日

（
金
）
必
着
。
①
申
込
書
（
記
載

例
を
参
照
）
②
市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
③
返

信
先
を
記
入
し
た
は
が
き

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面
接
、

作
文
な
ど
。
２
月
上
旬
実
施
予
定

結
果
通
知
●
３
月
上
旬
に
合
否
に

関
係
な
く
全
員
に
通
知
し
ま
す

応
募
資
格
●
司
書
ま
た
は
司
書
補

の
資
格
を
有
す
る
人
（
平
成
20
年

３
月
31
日
取
得
予
定
者
も
可
）。

住
所
は
問
い
ま
せ
ん

募
集
人
員
●
若
干
名

勤
務
形
態
●
週
５
日
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
含
む
）
午
前
８

時
半
〜
午
後
７
時
15
分
の
う
ち

７
時
間
15
分
勤
務

賃
　
金
●
月
額
14
万
７
０
０
円

申
し
込
み
●
１
月
５
日
（
土
）

か
ら
１
月
19
日
（
土
）
ま
で
に

次
の
①
〜
④
を
市
立
図
書
館

（
〒
８
４
１
｜
０
０
５
３
鳥
栖
市

布
津
原
町
11
｜
21

4

85
・
３

６
３
０
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
１
月
19
日

（
土
）
必
着
。
①
申
込
書
（
記
載

例
を
参
照
）
②
市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
③
返

信
先
を
記
入
し
た
は
が
き
④
資

格
（
司
書
、
司
書
補
）
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面
接
、

作
文
。
２
月
上
旬
実
施
予
定

結
果
通
知
●
２
月
下
旬
に
合
否
に

関
係
な
く
全
員
に
通
知
し
ま
す

応
募
資
格
●
司
書
ま
た
は
司
書
補

の
資
格
を
有
す
る
人
（
平
成
20
年

３
月
31
日
取
得
予
定
者
も
可
）
ま

た
は
図
書
実
務
の
経
験
が
あ
る

人
。
住
所
は
問
い
ま
せ
ん

募
集
人
員
●
若
干
名

勤
務
形
態
●
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
45
分
。
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
休
み

賃
　
金
●
月
額
11
万
円
程
度

申
し
込
み
●
１
月
15
日
（
火
）

か
ら
同
25
日
（
金
）
ま
で
に
次

の
①
〜
④
を
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
（
〒
８
４
１
｜
８
５
１

１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８
番
地

4

85
・
３
５
２
０
）
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
１

月
25
日
（
金
）
必
着
。
①
申
込

書
（
記
載
例
を
参
照
）
②
市
販

の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
た

も
の
③
返
信
先
を
記
入
し
た

は
が
き
④
資
格
を
証
明
す
る

書
類
の
写
し

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面

接
、
作
文
。
２
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
〜

結
果
通
知
●
３
月
上
旬
に
合

否
に
関
係
な
く
全
員
に
通
知

し
ま
す

募
集
要
件
●
来
年
４
月
１
日
現

在
、
市
内
在
住
者

勤
務
形
態
●
週
５
日
（
土
・
日
曜

日
を
含
む
）
①
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
②
午
後
２
時
〜
同
10
時

賃
　
金
●
月
額
14
万
７
０
０
円

募
集
人
員
●
若
干
名

申
し
込
み
●
１
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
次
の
①
〜
③
を
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
（
〒
８
４
１

｜
８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１

１
８
番
地
　
4
85
・
３
６
９
４
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
同
日
必
着
。
①
申
込
書

（
記
載
例
を
参
照
）
②
市
販
の
履

歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
た
も
の

③
返
信
先
を
記
入
し
た
は
が
き

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面
接
、

作
文
な
ど
。
２
月
上
旬
実
施
予
定

結
果
通
知
●
２
月
中
に
合
否
に

関
係
な
く
全
員
へ
通
知
し
ま
す

鳥栖市公共下水道

事業認可区域（整備予定区域）を
　　　　　　　　　拡大します

記

者

室

報

道

関

係

業

務

市
立
図
書
館
司
書

地
区
公
民
館
主
事

小
・
中
学
校
図
書
室

事
務
補
助

鳥栖市公共下水道

事業認可区域（整備予定区域）を
　　　　　　　　　拡大します

記

者

室

報

道

関

係

業

務

市
立
図
書
館
司
書

地
区
公
民
館
主
事

小
・
中
学
校
図
書
室

事
務
補
助

鳥栖市公共下水道

事業認可区域（整備予定区域）を
　　　　　　　　　拡大します

記

者

室

報

道

関

係

業

務

市
立
図
書
館
司
書

地
区
公
民
館
主
事

小
・
中
学
校
図
書
室

事
務
補
助

鳥栖市公共下水道

事業認可区域（整備予定区域）を
　　　　　　　　　拡大します

記

者

室

報

道

関

係

業

務

市
立
図
書
館
司
書

地
区
公
民
館
主
事

小
・
中
学
校
図
書
室

事
務
補
助

鳥栖市公共下水道

事業認可区域（整備予定区域）を
　　　　　　　　　拡大します

記

者

室

報

道

関

係

業

務

市
立
図
書
館
司
書

地
区
公
民
館
主
事

小
・
中
学
校
図
書
室

事
務
補
助

※市政情報を拡大してお知らせします。



同
）
野
田
時
子
（
儀
徳
町
、
文

化
連
盟
役
員
）
永
島
榮
子
（
本

鳥
栖
町
、
同
）

【
産
業
の
開
発
振
興
に
貢
献
】
久

保
雅
月
（
永
吉
町
、
土
地
改
良

区
理
事
）
永
渕
一
郎
（
本
通
町
、

鳥
栖
商
工
会
議
所
議
員
）
藤
田

尚
義
（
田
代
大
官
町
、
同
）
齊

藤
正
治
（
江
島
町
、
同
）

【
民
生
の
安
定
に
貢
献
】
池
尻
輝

男
（
下
野
町
、
身
体
障
害
者
福

石
町
、
同
）

【
水
火
災
等
の
防
護
に
貢
献
】
村

山
友
茂
（
原
古
賀
町
、
消
防
団
員
）

【
運
輸
交
通
に
貢
献
】
石
井
信
義

（
萱
方
町
、
交
通
安
全
指
導
員
）

■
芸
術
文
化
優
秀
団
体
賞

鳥
栖
喜
多
会
（
謡
曲
）

■
芸
術
文
化
賞

横
田
玉
鳳
（
鎗
田
町
、
書
道
）
藤

間
美
志
寿
（
布
津
原
町
、
日
舞
）

於
保
節
子
（
萱
方
町
、
民
舞
）

■
芸
術
文
化
功
労
賞

山
田
ま
す
み
（
大
正
町
、
華
道
）

木
下
美
津
代
（
立
石
町
、
謡
曲
）

中
尾
晄
陽
（
田
代
外
町
、
吟
詠
）

成
富
ヒ
ロ
子
（
神
辺
町
、
邦
楽
）

募
集
要
件
●
正
看
護
師
ま
た
は

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
が

あ
る
准
看
護
師
で
普
通
運
転
免

許
所
持
者

業
務
内
容
●
介
護
保
険
に
お
け

る
要
介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問

調
査

雇
用
期
間
●
平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で
（
雇
用
期
間
を
更
新
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

勤
務
場
所
●
鳥
栖
地
区
広
域
市

町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課

賃
　
金
●
月
額
18
万
５
８
５
０

円
。
試
用
期
間
中
は
日
額
８
８

５
０
円

勤
務
形
態
●
①
午
前
８
時
半
〜

午
後
４
時
半
②
午
前
９
時
15
分

〜
午
後
５
時
15
分
の
い
ず
れ
か

を
選
択
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
休
み
。
試
用
期
間
中
は
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

募
集
人
員
●
２
人

申
し
込
み
●
履
歴
書
と
各
免
許

証
の
写
し
を
介
護
保
険
課
（
〒

８
４
１
｜
０
０
３
７
鳥
栖
市
本

町
３
丁
目
１
４
９
４
｜
１
　
4

81
・
３
３
１
５
）
に
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

平
成
19
年
の
市
政
功
労
者
表

彰
式
が
11
月
３
日
、
サ
ン
メ
ッ

セ
鳥
栖
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
政
の
運
営
、
体
育
・
文
化

の
振
興
、
産
業
の
開
発
振
興
な

ど
に
功
績
の
あ
っ
た
21
人
を
表

彰
。
市
民
文
化
祭
式
典
に
お
い

て
橋
本
康
志
市
長
が
一
人
一
人

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
っ
て

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
市
文
化
連

盟
芸
術
文
化
賞
の
授
賞
式
も
同

時
に
行
わ
れ
、
１
団
体
・
７
人

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
を
受
け
た
方
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

【
市
政
の
運
営
に
貢
献
】
江
h
富

利
（
柚
比
町
、
市
嘱
託
員
）
松

奥
幸
子
（
西
田
町
、
同
）
山
下

輝
子
（
本
町
、
同
）
江
h
時
子

（
柚
比
町
、
同
）
志
藤
日
子
（
養

父
町
、
同
）
篠
原
智
子
（
本
鳥

栖
町
、
同
）

【
体
育
・
文
化
の
振
興
に
貢
献
】

a
尾
貢
（
高
田
町
、
体
育
指
導

委
員
）
松
雪
靖
弘
（
曽
根
崎
町
、

雄
（
原
古
賀
町
、
統
計
調
査
員
）



鳥
栖
工
業
高
校
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
と
陸
上
部
が
12
月

に
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
９
月

23
日
に
市
村
記
念
体
育
館
（
佐
賀

市
）
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
佐

賀
県
大
会
決
勝
で
佐
賀
北
高
校
を

96
対
75
で
破
り
優
勝
。
12
月
23
日

か
ら
東
京
都
で
開
か
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
陸
上
部
は
11
月
４
日
、

佐
賀
市
で
行
わ
れ
た
佐
賀
県
高

校
駅
伝
競
走
大
会
で
優
勝
し
、

12
月
23
日
に
京
都
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
高

島
賢
二
主
将
は
「
ま
ず
は
初
戦

突
破
が
目
標
で
す
」。
陸
上
部
の

田
中
翔
太
主
将
は
「
自
分
の
力

を
出
し
切
り
、
10
位
以
内
目
指

し
た
い
」
と
全
国
大
会
に
向
け

て
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
の
全
国
大
会
で
の

活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

※市政情報を拡大してお知らせします。

教
育
委
員
会
が
募
集
し
た

「
人
と
人
と
を
結
ぶ
思
い
や
り
標

語
」
に
は
、
小
学
生
１
９
９
６

点
、
中
学
生
１
７
５
２
点
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結
果

次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
ま
り

ま
し
た
（
敬
称
略
）。

入
賞
作
品
は
12
月
６
日
か
ら

同
14
日
ま
で
市
役
所
１
階
市
民

コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

【
鳥
栖
市
長
賞
】
佐
伯
麻
友
夏

（
若
葉
小
６
年
）
松
隈
泰
星
（
鳥

栖
中
１
年
）

【
鳥
栖
市
議
会
議
長
賞
】
今
泉
加

那
恵
（
麓
小
６
年
）
松
隈
仁
美

（
田
代
中
２
年
）

【
鳥
栖
市
教
育
長
賞
】
片
渕
あ
か

り
（
鳥
栖
北
小
６
年
）
吉
田
満

美
（
鳥
栖
中
３
年
）

【
入
選
】
吉
原
胡
桃
（
鳥
栖
小
５

年
）
永
井
耀
（
同
）
松
本
拓
馬

（
麓
小
４
年
）
松
隈
光
里
（
同
５

年
）
烏
田
貴
史
（
旭
小
５
年
）

八
千
古
嶋
あ
づ
み
（
鳥
栖
中
３

年
）
松
隈
遥
（
田
代
中
２
年
）

a
木
里
穂
（
鳥
栖
西
中
１
年
）

渡
-
貢
輝
（
同
）
渋
田
彩
加

（
同
２
年
）

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
米
倉
克
己
（
吉
野
ヶ

里
町
・
亡
義
父
高
尾
信
義
）
▽

池
尻
政
子
（
下
野
町
・
亡
夫
五

男
）
▽
江
h
ヨ
シ
ミ
（
同
・
亡

母
泰
子
）
▽
松
尾
伊
知
郎
（
立

石
町
・
亡
父
次
郎
）
▽
高
原
園

江
（
真
木
町
・
亡
夫
進
）
▽
吉

山
新
吾
（
轟
木
町
・
亡
母
カ
ツ

エ
）
▽
古
賀
正
子
（
同
・
亡
夫

早
苗
）
▽
栗
崎
正
吾
（
原
古
賀

町
・
亡
父
古
賀
善
二
）
▽
中
島

ヤ
ヨ
イ
（
同
・
亡
義
母
ヒ
サ
ヨ
）

▽
天
本
紀
子
（
牛
原
町
・
亡
夫

義
人
）
▽
徳
渕
定
男
（
鎗
田

町
・
亡
妻
フ
デ
子
）
▽
横
尾
ノ

ブ
エ
（
土
井
町
・
亡
夫
正
）
▽

乙
守
千
里
（
柚
比
町
・
亡
夫
豊

治
）
▽
篠
原
義
秋
（
萱
方
町
・

亡
妻
芳
子
）
▽
大
石
里
視
（
水

屋
町
・
亡
母
千
代
世
）

鳥
栖
北
小
学
校
、

若
葉
小
学
校
、
基
里
中
学
校
へ

▽
書
籍
一
式
（
３
０
０
万
円
）

…
（
株
）
篠
原
建
設
（
代
表
取

締
役
・
篠
原
隆
博
）

弥
生
が

丘
小
学
校
へ
▽
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
…
松
村
か
ん
な
（
北
九
州
市
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
▽
１
万

５
７
３
０
円
…
第
23
回
市
民
健

康
福
祉
ま
つ
り

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
５
万
円
（
桜
ヶ
丘
町

へ
指
定
）
…
松
原
モ
ト
エ
（
桜

ヶ
丘
町
）
▽
３
万
円
（
桜
ヶ
丘

町
へ
指
定
）
…
森
田
栄
子
（
桜

ヶ
丘
町
）

１
万
４
１

１
６
円
…
樋
口
ト
エ
（
轟
木
町
）

初優勝したバスケットボール部

６年ぶり33回目の優勝を飾った陸上部



「
消
防
自
動
車
等
ス
ケ
ッ
チ

大
会
（
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消

防
事
務
組
合
主
催
）」
が
10
月
20

日
、
同
消
防
本
部
で
開
か
れ
ま

し
た
。
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
（
市
内
関
係
分
、
敬
称
略
）。

な
お
、
入
賞
作
品
は
同
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.fd-tosum

iyaki.jp/

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
小
学
１
年
生
の
部
】
金
賞
＝
杉

山
顕
斗
（
鳥
栖
）
寺
h
弘
晃

（
旭
）
▽
銀
賞
＝
松
本
真
実
（
鳥

栖
北
）
ラ
ン
ド
リ
ー
廉
苑
（
田

代
）
▽
銅
賞
＝
k
邊
響
（
鳥
栖

北
）
山
本
美
咲
（
同
）
秋
吉
優

稀
（
田
代
）
▽
佳
作
＝
麓
勝
眞

（
鳥
栖
北
）
永
渕
優
香
（
麓
）

【
小
学
２
年
生
の
部
】
金
賞
＝
久

保
綾
菜
（
鳥
栖
北
）
久
保
直
樹

（
同
）
▽
銀
賞
＝
松
雪
颯
馬
（
基

里
）
木
下
裕
茄
（
同
）
▽
銅

賞
＝
中
島
絵
梨
夏
（
鳥
栖
北
）

古
賀
美
紗
都
（
旭
）
久
保
智
樹

（
鳥
栖
北
）
▽
佳
作
＝
森
岡
大
貴

（
麓
）
井
上
颯
真
（
同
）
西
田
郁

弥
（
鳥
栖
北
）
本
田
滉
弥
（
同
）

【
小
学
３
年
生
の
部
】
金
賞
＝
江

上
綸
胡
（
田
代
）
▽
銀
賞
＝
佐

藤
萌
子
（
麓
）
藤
吉
泰
誠
（
若

葉
）
▽
銅
賞
＝
稲
森
佑
佳
（
鳥

栖
北
）
熊
守
那
奈
華
（
麓
）
▽

佳
作
＝
安
東
蒔
志
（
田
代
）
川

原
浩
暉
（
麓
）

鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組

合
で
は
介
護
保
険
料
口
座
振
替

領
収
書
の
送
付
を
廃
止
し
ま
す
。

対
象
は
介
護
保
険
料
を
口
座

振
替
で
納
付
し
て
い
る
65
歳
以

上
の
第
１
号
被
保
険
者
。
今
年

度
第
８
期
（
平
成
20
年
１
月
末

振
替
）
分
か
ら
振
替
毎
の
領
収

書
の
送
付
を
廃
止
し
ま
す
。

今
後
は
１
年
間
（
１
月
か
ら

12
月
ま
で
）
分
を
１
枚
に
ま
と

め
た
振
替
済
通
知
書
を
翌
年
１

月
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
各
期
の
振
替
状
況
は
、

通
帳
に
記
帳
す
る
な
ど
し
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
同
組
合
介
護
保
険

課
（
4
81
・
３
３
１
５
）
へ







保
健
セ
ン
タ
ー
で
９
月
26
日
、

「
男
の
料
理
教
室
パ
ー
ト
１
」
の

開
講
式
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
料
理
の
基
本
か
ら

!!
」
を
テ
ー
マ
に
、
健
康
的
な

調
理
の
基
本
を
５
回
コ
ー
ス
で

学
習
す
る
も
の
で
す
。
上
は
72

歳
か
ら
下
は
58
歳
の
方
々
が
13

人
受
講
し
、
平
均
年
齢
は
65
歳

で
す
。

教
室
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
概
要
を
説
明
。
続
い

て
栄
養
士
の
大
島
先
生
が
初
心

者
に
対
す
る
心
構
え
、
包
丁
の

持
ち
方
や
使
い
方
、
計
量
器
に

よ
る
材
料
の
量
り
方
、
水
加
減

や
火
加
減
な
ど
の
注
意
事
項
と
、

「
初
め
て
作
る
あ
る
日
の
夕
食
」

と
題
し
た
レ
シ
ピ
を
説
明
し
ま

し
た
。

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
麦

ご
飯
、
豚
肉
の
し
ょ
う
が
焼
き
、

ピ
ー
マ
ン
の
お
か
か
炒
め
、
み

そ
汁
、
フ
ル
ー
ツ
の
５
品
で
、

初
め
て
に
し
て
は
豪
華
で
す
。

自
己
紹
介
で
は
料
理
が
初
め
て

と
い
う
参
加
者
ば
か
り
で
し
た

が
、
厨
房
に
入
る
と
、
心
機
一

転
、
調
理
を
開
始
。
キ
ャ
ベ
ツ

や
ピ
ー
マ
ン
の
千
切
り
、
玉
ね

ぎ
の
薄
切
り
、
梨
の
皮
む
き
等

に
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

若
葉
地
区
食
生
活
改
善
推
進

員
を
務
め
る
３
人
の
ベ
テ
ラ
ン

の
手
助
け
も
あ
り
、
多
少
作
業

は
前
後
し
な
が
ら
も
、
素
人
な

り
に
作
っ
た
汗
の
結
晶
が
食
卓

に
並
び
ま
し
た
。
会
食
で
は
、

全
員
が
自
力
で
作
り
上
げ
た
料

理
に
手
を
付
け
感
無
量
。
食
事

中
は
調
理
の
苦
労
に
話
題
が
集

中
し
、「
早
速
家
に
帰
っ
た
ら
、

復
習
の
意
味
で
作
っ
て
み
る
か
」

「
料
理
は
作
る
だ
け
で
な
く
味
わ

い
な
が
ら
食
べ
る
も
の
だ
」
な

ど
と
、
自
分
で
作
っ
た
料
理
は

最
高
だ
と
評
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
10
年
に
発
足
し
た
こ
の

教
室
は
毎
回
、
午
前
９
時
半
か

ら
午
後
１
時
半
ま
で
行
わ
れ
、

参
加
料
は
２
５
０
円
。
米
２
分

の
１
合
と
健
康
手
帳
を
持
参
し

て
も
ら
い
ま
す
。
年
間
五
回
の

コ
ー
ス
を
卒
業
す
る
と
、
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
「
男
の
料

理
教
室
パ
ー
ト
２
」、
さ
ら
に
は

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善

推
進
員
）
養
成
講
座
も
受
講
で

き
ま
す
。

今
は
食
育
の
時
代
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
来
期
も
市
報
な
ど

で
教
室
が
紹
介
さ
れ
ま
す
の
で
、

男
性
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
参
加

し
ま
せ
ん
か
！

「男の料理教室」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

※市民の皆さんでつくるページです。

「男の料理教室」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

料理に取り組む参加者

食卓にならんだ汗の結晶



■緒方孝市選手による
帰郷少年野球教室
12月９日（日）午前９時半

～、鳥栖市民球場。鳥栖市出
身で広島東洋カープに所属す
る緒方孝市選手の少年野球教
室。プロ野球を代表する外野
手で、鳥栖市民栄誉賞を受賞
している緒方選手の指導をぜ
ひご覧ください。詳しくは市
少年野球連盟・白水（482-

0523）へ。

■エアロビクスサークル
会員募集
エアロビクスサークル・ト

レビアンクラブでは会員を募
集しています。毎週木曜日、
午後８時～同９時、勤労青少
年ホーム多目的ホール。会費
は月1,000円。無料体験もあり
ます。詳しくは午後７時以降
に横尾（482-0681）へ。

■田代えびす市
12月14日（金）から16日

（日）午前11時～、田代八坂
神社境内。詳しくは田代商店
連盟・三池（482-2703）へ。

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
同
相
談
室
（
4

85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決
定
済

み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
店
舗
販
売
（
弥
生
が
丘
）
…

時
給
７
２
０
〜
８
０
０
円

◎
食
肉
作
業
員
（
田
代
本
町
）

…
時
給
６
７
０
〜
８
０
０
円

◎
レ
ジ
係
（
蔵
上
町
）
…
時
給

７
０
０
円

◎
清
掃
係
（
轟
木
町
）
…
時
給

７
０
０
円

◎
セ
ン
タ
ー
内
仕
分
け
（
村
田

町
）
…
時
給
７
５
０
円

◎
積
み
込
み
立
ち
会
い
員
（
西

新
町
）
…
時
給
７
０
０
〜
７
５

０
円

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」

と
は
、
訪
問
販
売
な
ど
で
冷

静
な
判
断
が
で
き
な
い
ま
ま

契
約
し
て
も
、
一
定
期
間
内

（
契
約
書
の
裏
な
ど
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
）

に
書
面
で
通
知
す
れ

ば
、
無
条
件
で
解
約
で

き
る
制
度
で
す
。

も
し
こ
の
よ
う
な
事

態
に
陥
っ
た
と
き
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
証
拠
と
し
て
残
る
よ
う
に

配
達
記
録
や
簡
易
書
留
、
内

容
証
明
郵
便
で
行
う
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た

場
合
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

に
も
出
す
。

・
ハ
ガ
キ
（
配
達
記
録
・
簡

易
書
留
）
の
場
合
は
両
面
を

コ
ピ
ー
し
て
書
留
郵
便
領
収

書
と
一
緒
に
保
管
し
て
お
く
。

詳
し
く
は
市
民
協
働
推
進

課
（
4
85
・
３
５
７
６
）
へ
。

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板



※子育て情報が満載です。



ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
見
舞

金
を
贈
り
ま
す
。
該
当
す
る
人

は
印
鑑
を
持
参
の
上
、
こ
ど
も

育
成
課
窓
口
で
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
同
課
（
4

85
・
３

５
５
２
）
へ
。

対
　
象
●
12
月
１
日
現
在
、
市

内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
母

子
・
父
子
家
庭
で
義
務
教
育
修

了
前
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
両
親
の
死
亡
な
ど

で
義
務
教
育
修
了
前
の
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
人

申
請
期
間
●
12
月
17
日
（
月
）

か
ら
同
26
日
（
水
）
ま
で
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）

と
　
き
●
12
月
21
日
（
金
）、
午

前
の
部
＝
午
前
10
時
半
〜
同
11

時
半
▽
午
後
の
部
＝
午
後
３
時

〜
同
４
時
　

と
こ
ろ
●
市
立
図
書
館

内
　
容
●
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
お
お
き
い
ツ
リ
ー
ち
い
さ
い
ツ

リ
ー
」、
人
形
劇
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と

グ
レ
ー
テ
ル
」、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
「
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
」
ほ
か

そ
の
他
●
入
場
無
料
・
事
前
の

申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
●
市
立
図
書
館

（
4
85
・
３
６
３
０
）

と
　
き
●
12
月
15
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
同
３
時
半

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

講
　
師
●
尾
木
直
樹
（
教
育
評

論
家
）

演
　
題
●
親
だ
か
ら
で
き
る

「
こ
こ
ろ
」
の
教
育

チ
ケ
ッ
ト
料
金
●
１
０
０
０
円

（
当
日
１
５
０
０
円
）

そ
の
他
●
託
児
を
希
望
す
る
人

は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
２
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
●
ぽ
っ
ぽ
わ
ー
る

ど
（
4
83
・
７
４
１
５
）

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

出
産
前
は
、
母
親
に
な
れ
ば

私
も
成
長
し
て
今
よ
り
も
大
人

に
…
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
変
化
の
な
い
自
分
に
び

っ
く
り
。
３
歳
に
な
っ
た
息
子

の
ス
ピ
ー
ド
に
は
な
か
な
か
追

い
付
か
ず
、
そ
の
せ
い
か
息
子

は
す
っ
か
り
自
立
し
、
私
は
早

起
き
の
息
子
に
「
朝
だ
よ
ー
」

と
起
こ
さ
れ
、
大
人
げ
な
く
叱

っ
た
私
が
叱
り
す
ぎ
た
な
と
反

省
し
て
い
る
と
「
マ
マ
、
元
気

出
し
て
」
と
叱
ら
れ
た
方
の
息

子
に
慰
め
ら
れ
る
始
末
で
す
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、
産
後
も

あ
ま
り
休
ま
ず
大
好
き
な
ネ
イ

ル
の
仕
事
を
し
、
自
分
の
時
間

を
維
持
で
き
る
の
も
家
族
や
周

り
の
人
の
お
か
げ

で
す
。
育
児
も
家

事
も
半
分
以
上
に

協
力
し
て
く
れ
る

パ
パ
、
頼
り
な
い

私
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
両
親
、

パ
パ
の
お
父
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
。
そ
し

て
パ
パ
と
私
の
共

通
の
友
人
達
（
未

婚
男
子
な
の
に
）
ま
で
も
が
私

達
を
支
え
、
助
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。
息
子
に
は
、
そ
ん
な
人

達
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
感
じ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
息
子
は
自
分
の
世
界
が

ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
全
て
に
１

０
０
％
で
生
き
て
い
ま
す
。
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
つ

つ
、
私
も
息
子
を
通
し
て
色
々

な
事
に
触
れ
る
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。
反
省
の
多
い
日
々
で

す
が
、
私
な
り
に
正
直
に
息
子

と
向
き
合
っ
て
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

次
は
３
人
兄
弟
の
頑
張
り
屋

な
マ
マ
、
大
石
早
苗
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

執筆者の松田ゆう子さんと長男・ユズ
トくん

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

子

育

て

講

演

会

お
た
の
し
み
お
は
な
し
か
い



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

と
　
き
●
12
月
26
日
（
水
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
●
親
子
12
組

参
加
費
●
１
組
に
つ
き
３
０
０

円
（
材
料
代
）

そ
の
他
●
託
児
を
希
望
す
る
人

は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
無
料
）

申
し
込
み
●
12
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
市
米
消
費
拡
大
推
進
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
農
林
課
内

4

85
・
３
５
６
３
）
へ
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
　
き
●
12
月
16
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
●
や
ま
び
こ
山
荘

定
　
員
●
40
人
（
先
着
順
）

参
加
料
●
１
０
０
０
円
（
材
料

費
と
昼
食
代
含
む
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
は
さ
み
、

軍
手
　

申
し
込
み
●
や
ま
び
こ
山
荘

（
4
82
・
５
０
０
５
）
へ
　

と
　
き
●
12
月
24
日
（
振
休
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
●
や
ま
び
こ
山
荘

定
　
員
●
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料
●
２
０
０
０
円
（
材
料

費
と
昼
食
代
含
む
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
の
こ
ぎ
り
、

軍
手

申
し
込
み
●
や
ま
び
こ
山
荘

（
4
82
・
５
０
０
５
）
へ

耳
の
不
自
由
な
難
聴
者
、
中

途
失
聴
者
の
方
々
と
共
に
、
私

た
ち
の
で
き
る
事
、
文
字
に
よ

る
情
報
保
障
、
伝
達
の
方
法
を

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
　
き
●
12
月
18
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
●
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
4
85
・
３
５
５
５
）

と
　
き
●
12
月
14
日
（
金
）
午

前
10
時
〜

と
こ
ろ
●
若
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

市
で
は
住
民
票
の
写
し
と
印

鑑
登
録
証
明
書
を
平
日
の
夜
間

や
休
日
に
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
電
話
で
の
予
約
が
必

要
で
す
（
印
鑑
登
録
証
明
書
の
場

合
は
印
鑑
登
録
手
帳
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
）。
予
約
は
市
民
課
市
民

係
（
4
85
・
３
５
８
１
）
へ
。

■
交
付
す
る
証
明
書
な
ど

◎
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書

■
予
約
の
受
け
付
け

時
　
間
●
午
前
８
時
半
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
証
明
書
な
ど
の
交
付
（
受
け

取
る
人
は
、
同
一
世
帯
員
に
限

り
ま
す
）

時
　
間
●
平
日
＝
午
後
６
時
〜

同
８
時
▽
休
日
＝
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

場
　
所
●
市
役
所
当
直
室
（
職

員
玄
関
右
側
）

手
数
料
●
各
１
通
３
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の
●
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
を

確
認
で
き
る
も
の
。
印
鑑
証
明

書
の
場
合
は
印
鑑
登
録
手
帳
も

必
要
で
す

米

粉

料

理

教

室

大黒摩季さんは1992年に
デビュー。1996年「熱くな
れ」がＮＨＫのアトランタ
オリンピックのテーマ曲と
なり、「ら・ら・ら」「ゲン
キダシテ」など数々の名曲

を生み出しています。
九州では鳥栖と福岡だけ

の貴重なステージです。ぜ
ひご覧ください。
と　き●３月７日（金）午
後６時開場、同６時半開演
ところ●市民文化会館
入場料●全席指定6,500円
発売開始日●12月９日（日）
午前10時～（発売開始日
は電話受付のみ）
チケット取扱所●市民文化
会館、ローソンチケット
電話受付●市民文化会館
（485-3645）

と　き●12月20日（木）か
ら同22日（土）まで、い
ずれも午前の部＝午前９
時半開場、同10時開演▽
午後の部＝午後１時半開
場、同２時開演
ところ●サンメッセ鳥栖
入場料●一般800円（当日
1,000円）▽小中高500円
（当日600円）▽団体（10
人以上）500円（当日なし）
▽一日２作品通し1,000円。
全席自由
上映作品●水戸黄門（12月
20日午後の部、同21日午

前の部、同22日午後の部）、
赤穂浪士（12月20日午前
の部、同21日午後の部、
同22日午前の部）
チケット取扱所●サンメッ
セ鳥栖
問い合わせ●サンメッセ鳥
栖（484-2121）

大黒摩季さん

「
要
約
筆
記
を
学
ぼ
う
」

ミ

ニ

ミ

ニ

講

座

名画をお楽しみください

し

め

縄

つ

く

り

ミ
ニ
門
松
つ
く
り

若

葉

よ

ろ

ず

塾



セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
を
使
っ
た
お
正
月
飾
り

講
　
師
●
丸
山
美
保
子
（
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

材
料
費
●
３
５
０
０
円

定
　
員
●
20
人
（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
は
さ
み
、

ペ
ン
チ
、
ピ
ン
セ
ッ
ト

申
し
込
み
●
12
月
１
日
（
土
）

午
前
９
時
以
降
に
若
葉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
4

84
・
６

１
２
２
）
へ

対
　
象
●
就
職
や
職
業
生
活
に

不
安
・
悩
み
が
あ
る
人

と
　
き
●
12
月
20
日
（
木
）
・
27

日
（
木
）
午
後
２
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
雇
用
･
能
力
開
発
機

構
佐
賀
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
市
）

テ
ー
マ
●
20
日
＝
職
業
ふ
れ
あ

い
「
製
造
・
企
画
・
販
売
業
」

▽
27
日
＝
自
分
み
が
き
「
あ
な

た
ら
し
さ
を
態
度
で
伝
え
る
」

受
講
料
●
無
料

申
し
込
み
●
同
セ
ン
タ
ー
（
4

０
９
５
２
・
26
・
９
４
９
８
）
へ

石
綿
等
を
製
造
ま
た
は
取
り

扱
い
業
務
に
従
事
し
た
人
に
対

す
る
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
対

象
者
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
次

の
要
件
等
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
佐
賀
労
働
局
安
全

衛
生
課
（
4

０
９
５
２
・
32
・

７
１
７
６
）
へ
。

追
加
要
件
●
石
綿
等
の
製
造
作

業
、
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い

る
保
温
材
等
の
張
付
け
、
除
去

等
の
作
業
、
石
綿
等
の
吹
付
け

の
作
業
ま
た
は
石
綿
等
が
吹
付

け
ら
れ
た
建
築
物
等
の
解
体
等

の
作
業
に
１
年
以
上
従
事
し
た

経
験
を
有
し
、
か
つ
初
め
て
石

綿
等
の
粉
じ
ん
に
ば
く
露
し
た

日
か
ら
10
年
以
上
を
経
過
し
て

い
る
こ
と

市
観
光
協
会
で
は
10
月
21
日

に
開
催
し
た
「
第
６
回
長
崎
街

道
ま
つ
り
」
の
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
展
示
と
吟
行
の
発
表
会
を
行

い
ま
す
。

今
年
初
め
て
行
っ
た
吟
行
に

は
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
力
作
揃
い
の
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
と
合
わ
せ
て
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
12
月
９
日
（
日
）
か

ら
24
日
（
振
休
）
ま
で

と
こ
ろ
●
ジ
ョ
イ
フ
ル
タ
ウ
ン

鳥
栖
２
階

問
い
合
わ
せ
●
同
協
会
（
4

83
・
８
４
１
５
）

県
文
化
団
体
協
議
会
で
は
佐

賀
県
芸
術
文
化
賞
等
の
表
彰
式

な
ど
を
開
き
ま
す
。

ま
た
、
人
間
国
宝
の
陶
芸

家
・
酒
井
田
柿
右
衛
門
さ
ん
や

青
木
文
化
庁
長
官
な
ど
に
よ
る

「
焼
き
物
文
化
を
通
し
て
地
域
文

化
の
振
興
と
継
承
発
展
」
等
の

座
談
会
も
併
せ
て
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
12
月
８
日
（
土
）
午

後
０
時
45
分
〜

と
こ
ろ
●
市
民
文
化
会
館

内
　
容
●
佐
賀
県
芸
術
文
化
賞

等
表
彰
式
▽
文
化
芸
術
懇
談
会

（
出
演
＝
青
木
保
文
化
庁
長
官
、

酒
井
田
柿
右
衛
門
、
井
上
萬
二
、

中
島
宏
）
ほ
か

そ
の
他
●
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
●
県
文
化
団
体
協

議
会
（
4

０
９
５
２
・
25
・
７

３
５
０
）

若
者
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

石
綿
健
康
管
理
手
帳
の

交
付
要
件
を
緩
和

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
と

吟

行

の

展

示

県
民
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

文
化
芸
術
懇
談
会



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
の
申
請
を

１
月
10
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
同
委
員
会
事
務
局

（
4
85
・
３
５
６
９
）
へ
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
旅
行
に
便
利
な

有
明
佐
賀
空
港
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

有
明
佐
賀
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
の
す
ぐ
前
に
あ
る
駐
車

場
は
何
日
と
め
て
も
無
料
な
の

で
、
長
期
出
張
や
旅
行
で
大
き

な
荷
物
が
あ
る
場
合
に
と
っ
て

も
便
利
。
東
京
へ
の
早
朝
便
は

午
前
８
時
25
分
に
羽
田
空
港
に

着
く
た
め
、
午
前
中
の
会
議
な

ど
に
出
席
し
、
日
帰
り
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
東
京
で
の
滞
在
時
間

が
日
帰
り
最
大
で
約
10
時
間
も

あ
る
の
で
、
東
京
で
の
１
日
を

フ
ル
に
活
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
県
空
港
・
交
通
課

（
4

０
９
５
２
・
25
・
７
１
０

４
）
へ
。

市
商
店
街
連
合
会
で
は
、
昨

年
末
に
販
売
し
大
好
評
だ
っ
た

「
と
す
の
市
券
」
を
今
年
も
発
売

し
ま
す
。
１
万
円
に
つ
き
１
０

０
０
円
の
プ
レ
ミ
ア
が
付
く
お

得
な
商
品
券
で
す
。
ぜ
ひ
お
買

い
求
め
下
さ
い
。

詳
し
く
は
商
工
会
議
所
（
4

83
・
３
１
２
１
）
へ
。

購
入
額
●
５
０
０
円
×
22
枚

（
１
万
１
０
０
０
円
分
）
で
１
セ

ッ
ト
を
１
万
円
で
販
売
（
１
人

と　き●12月９日（日）午前８時45分～午後３時
ところ●基山町役場周辺
内　容●特産品の販売、リサイクルバザーなど
問い合わせ●基山町役場企画課（492-2188）

と　き●１月７日（月）午後９時～
ところ●大善寺玉垂宮（久留米市大善寺町）
内　容●1600年余りの伝統をもつ日本三大火祭りの一つ。
午後９時過ぎ、長さ13ｍ、直径１ｍの大松明６本に火が
つけられ、新年の邪気を払います
問い合わせ●久留米観光コンベンション国際交流協会
（431-1717）

クロスロード
クロスロード

農
業
委
員
・
選
挙
人

名
簿
登
録
の
申
請

と
す
の
市
券
を
発
売

クロスロード

有
明
佐
賀
空
港
を

ご
利
用
く
だ
さ
い



５
セ
ッ
ト
ま
で
）

販
売
場
所
●
ポ
ア
ソ
ン
、
い
と

お
時
計
店
、
永
文
堂
、
増
田
電

気
商
会
、
山
内
薬
局
、
鳥
栖
商

工
会
議
所

そ
の
他
●
使
用

期
間
は
12
月
31

日
（
月
）
ま
で
。

つ
り
銭
は
原
則

と
し
て
応
じ
ま

せ
ん
。
一
部
利

用
で
き
な
い
店

舗
が
あ
り
ま
す

応
募
資
格
●
中
学
校
卒
業
者

（
見
込
み
含
む
）
と
高
校
中
退
者
。

聴
講
生
は
高
校
卒
業
生
で
も
可

出
願
期
間
●
来
年
３
月
３
日（
月
）

か
ら
３
月
21
日
（
金
）
ま
で

選
抜
方
法
●
書
類
選
考
と
面
接

出
願
方
法
●
願
書
な
ど
必
要
書

類
を
佐
賀
北
高
校
通
信
制
（
〒

８
４
０
｜
０
８
５
１
佐
賀
市
天

祐
２
丁
目
６
番
１
号
　
4

０
９

５
２
・
23
・
２
２
０
３
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書
な
ど

は
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
4
85
・
３
５
２
０
）
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
願
書
な
ど
を
郵
送

で
希
望
す
る
場
合
は
１
４
０
円

切
手
を
同
封
の
上
、
同
校
へ

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
は
「
初
心
者
の
た
め
の

ワ
ー
ド
３
級
対
策
」「
シ
ニ
ア
向

け
パ
ソ
コ
ン
教
室
」「
フ
ォ
ト
シ

ョ
ッ
プ
＆
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

実
践
」
の
職
業
訓
練
講
座
を
開

き
ま
す
。

会
場
は
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ

ー
。
開
催
日
や
申
し
込
み
な
ど

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
4

44
・
５
２
０
１
）
へ
。

佐
賀
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
通
事
故
の

無
料
相
談
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
、
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
同
５
時

電
話
番
号
●
０
９
５
２
・
29
・

８
７
６
８

そ
の
他
●
損
害
保
険
一
般
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
〜
同

４
時
に
面
談
に
よ
る
弁
護
士
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
（
相
談
無

料
、
要
予
約
）

対
　
象
●
入
学
を
希
望
す
る
高

校
生
と
保
護
者

と
　
き
●
12
月
８
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
●
久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
･
カ
レ
ッ
ジ
（
久
留
米
市
）

内
　
容
●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
ラ

ク
ラ
ク
検
索
！
　

参
加
費
●
無
料

申
し
込
み
●
前
日
ま
で
に
久
留
米

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
･
カ
レ
ッ
ジ
（
4

０
１
２
０
・
３
３
６
・
７
７
０
）

市
が
発
行
し
て
い
る
「
す
こ

や
か
こ
く
ほ
」
秋
号
に
掲
載
し

て
い
る
「
鳥
栖
市
の
国
民
健
康

保
険
財
政
の
現
状
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
」
の
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

円
グ
ラ
フ
の
単
位
が
「
千
円
」

と
あ
る
の
は
「
百
万
円
」
の
誤

り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
（
4

85
・
３
５
８
２
）
へ
。

市政情報のスポットCM

水道の修繕

市への提言・意見

人のうごき

テレビ広報とす

今月の納税

職

業

訓

練

講

座

「
す
こ
や
か
こ
く
ほ
」
の

お
わ
び
と
訂
正
に
つ
い
て

交
通
事
故
の
無
料
相
談

佐
賀
北
高
校
通
信
制

生

徒

を

募

集

久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ

レ
ッ
ジ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス




